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〇12 月 18 日（月）、本校と長坂小学校との部活動をとおした交流会

を実施しました。 

〇当日は、晴天にも恵まれ、参加した約 200 名の小学５・６年生の

みなさんが、各会場で生き生きと活動している姿に元気をもらいま

した。 

○14 の部活動に所属する本校生徒も練習メニューなどを考え、飽き

させないように工夫を凝らし、小学生の指導にあたっていました。

○試行錯誤する場面も見られましたが、本校生徒たちは、笑顔で小

学生と接している姿が印象的でした。 

○交流会の運営に関わっていただいた多くの方々に感謝申し上げます。 

〇11 月 29 日（水）、創立 50周年記念事業第１回実行委員会を開催しました。

当日は、同窓会、ＰＴＡ、翠親会の方々と本校職員が参加しました。 

○実行委員会では、令和７年 11月８日（土）を創立 50周年記念式典の第１候

補日とすること、会場を神戸文化ホールとすることなどが確認されました。 

○また創立 50 周年記念事業として、おもに以下の内容が話し合われました。

①創立 50 周年を記念して、教育環境の整備をすすめる。②50 周年記念誌を作

成する。③記念品は生徒のニーズも考慮した、ふさわしいものを考える。 

④式典当日に行う講演会（公演会）には本校の同窓生のうち、国内外で活躍

している方を中心に人選する。⑤令和６年度・７年度の文化祭や体育大会な

どの行事で創立 50 周年をテーマとした取組をすすめる。⑥式典の運営を支え

るスタッフ生徒を育成する。⑦広報活動を積極的にすすめる。 

○創立 50 周年の節目を、学校がより生き生きと輝き、生徒が成長する機会と

なるよう取組んで参りたいと考えています。 

 

〇12 月 15 日（金）に県教育委員会が主催する探究活動スタートアップ研

修会に参加しました。 

〇探究活動スタートアップ研修会は、今後、探究活動を教育の柱とする新

学科を開設する県下の高校教員約 50 名が集まり、探究活動の意味やすす

め方などを自ら体験するというものでした。 

○当日は、講師として名古屋外国語大学の竹内慶至准教授をお招きし、グ

ループワーク、講義、振り返りなどを行いました。 

〇グループワークでは、「これからの自分の人生」、「自分が通いたいと思

う学校」をテーマにレゴを組み立てて表現し、それらについて、ストー

リーを作って発表するというものでした。 

〇レゴという形ある道具を使うことで、「人生」や「理想の学校」といっ

た抽象的なことが次第に具体的な色や形としてイメージできるということを感じることができました。 

○従来の学習が、これまで「当たり前」とされる前提の上に成り立つものであるのに対し、「探究学習は

『当たり前』自体を問い返す、作り変えるという意味がある」、という説明は、探究学習の意味を実感する

ものでした。学びや気づきの多い１日となりました。 
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様々な人、モノをつないで調和

を実現したい、という思いをレ

ゴに込めました。 


